
市議会議員としての４年間 のあゆみ

いそべゆうこ が取り組んだ「困ったを、良かったに！」の様々な活動のほんの少しをご紹介

皆さま、こんにちは。前 川西市議会議員の磯部裕子（いそべゆうこ）でございます。日頃より皆さまには温かいご支援を賜りまして、心より感謝いたしております。市議会議員
として１期４年の間、多くの時間を費やして議論がなされた、川西市民病院や中学校給食については、今年の９月に新たな舞台の幕が上がりました。総合医療センターや中学校給食
センターの設置をはじめ、多くの議案を審査する際には、市民の皆さまにとって、より良い暮らし、より安心できる日常につながるための「最善最良は何か」を常に考え議論に
臨みました。
また、一般質問においては、合計９回、１５のテーマについて、市の事業に対する執行の状況や課題の確認、将来の方針や政策的提案をいたしました。さらには、提案したまま

ではなく、提案した政策がどのように進められているのかを確認することもいたしました。
私が掲げたスローガンは「困ったを、良かったに！」でした。４年間で多くの声を届けていただきました。その内容は、暮らし・教育・子育て・安心安全・緑の管理・コロナ禍の課

題など様々でした。すぐに解決できず、ノートに記録し取り組んだ数は、約２２０件です。その内、約１６０件は解決しましたが、残りはこれからも、丁寧に改善策や解決策を
導けるよう努めます。
いそべゆうこは市民の皆さまの「声を力に」、これからも政治の新たな舞台でお役に立てるよう、また、日々の暮らしや仕事がより良いものになるよう、さらには、川西市や猪名川町、

そして、ひょうごの未来に期待と夢が描けるよう努めてまいります。
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